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 今年度の年間計画の中に「呑川の会の

掲示板を造りたい」という項目がありま

した｡ ８月に入ってから適当な場所と

して道々橋脇左岸にある醍醐倉庫前が適

当な場所の候補にあがっていました｡ 
 幸い、醍醐倉庫の持ち主醍醐康之さん

が大坪の小学校時代の同級生であること

から電話お願いしてみました｡ 
 ９月に入ってからなんとかできそうだ

というお返事をいただいたので 
工藤さんと大坪が醍醐さんを訪ね、正式

にお願いしました｡ ９月８日すぎ、設置

してよいという回答がありました｡ 
 

案内板は工藤会員の手作りのものです｡ 大きさはＡ３版４枚が貼れる大きさです｡ 工藤さん

がラミネートした呑川の会ニュース５０号を貼り、完成したものが上の写真です｡ 道々橋は交通

量の多い橋で、その左岸側に醍醐倉庫があり、橋際には「トランクルームダイゴ」の大きな表示

看板があります｡ その下部には「ボイ捨て禁止 呑川を美しく」と大きく書かれています｡ そ 

   醍醐倉庫の表示と掲示板       

の み が わ 

 
       呑川の会の掲示板 

の右側に植え込みがあって道路側にはうす緑のフェン

スが続いています｡ 掲示板はフェンスの上面のわくに

取り付け風雨で飛ばされないように固定しました｡ 
 呑川を散歩する人の目に着きやすい位置ですが、文字

が小さいため近づかなければ読めないのが難点です｡ 
 読みやすいニュース作りが課題です｡ 上の方に呑川

の会の入会案内も貼ってあります｡ 反応があることを

期待したいです｡ なお、同じ掲示板は池上第二小学校

のフェンスにも取り付けられました｡ 
              （大坪庄吾記） 
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見沼代用水東縁ウォーキング    折戸 清 
9月 27日(土)のウォーキングは、さわやかな秋空に恵まれ 10名の参加者があった。コースは
下記の通りで、約10キロを歩いた。 
ＪＲ東浦和駅 → 見沼代用水西縁 → 見沼通船堀西縁 → 鈴木家住宅 → 
芝川八丁橋 → 水神社 → 見沼通船堀東縁 → 見沼代用水東縁 → 妙蔵寺 →（少し下流の公園
で昼食）→ 芝川地蔵橋立寄→ 川口グリーンセンター横 → 文化放送送信所横 → 辰井水位調整
ゲート → 毛長川との交差点 → 見沼代親水公園 → モノレール見沼代親水公園駅    

 
 午前 10 時に白石会
員の案内で東浦和駅を

出発し、少し歩くと見

沼代用水西縁に出る。

ここから緑が濃い通船

堀西縁に沿って、芝川

に向かってのんびり歩

く。左手北方には見沼

田畑が広がっている。

途中、二の関跡と一の

関を通過する。やがて

芝川に出て右岸にある

鈴木家住宅に立ち寄り、

そこに居た案内の人か

ら資料を貰い、住宅裏の展示室で見沼代用水や通船堀の説明を受ける。次いで芝川にかかる八丁

橋を渡り、水神社に立ち寄ったあと、今度は通船堀東縁を歩く。東縁の一の関と二の関は復元さ

れている。やがて見沼代用水東縁に出る。正面には富士塚が望まれた。 
ここからは見沼代用水東縁を下流に向かって歩く。稲の収穫時期に当たるためか用水の水量は

少ない。かつての見沼田圃は現在では里芋などの畑になっている。用水沿いの道は車の通らない

ヘルシーロードになっており、桜並木や左手の崖縁に生えている大木の緑の木陰が多く気持ちよ

く歩けた。東京外環自動車道をくぐり緑の木立が多い妙蔵寺へ立ち寄る。ここから少し下流にあ

る用水沿いの小公園で昼食をとる。 
川口グリーンセンター横を通る手前の芝川が代用水と接近するところで、芝川の地蔵橋に立ち寄

る。上流に比べ大分川巾が広く水量も豊かになっている。この川の右岸にはサイクリングロード

があり、自転車は橋の下をくぐらず道路の上をまたぐ橋を走るようになっているのが車嫌いの私

には好感が持てた。 
また代用水に戻り、しばらく歩くと左岸に文化放送送信所の高い塔が見える。この少し先には堅

固な造りの辰井水位調整ゲートがある。これほど大規模ではないが、このようなゲートは他にも

数件見られた。また用水の水は淀んで少し濁っているが悪臭は全然しない。釣り人も見掛けたの

で魚もいるらしい。用水は高台の縁を屈曲して流れているので、屈曲した所の川底には泥が堆積

している。用水底には捨てられたゴミが泥にまみれて沈んでいる所もあったが、少しばかりの水

草が水にたなびいている所もあった。 
首都高速川口線をくぐると一般道路を歩くようになる。やがて毛長川と交差する地点に到達す

る。この地点には川の水を浄化する施設があり、ここで浄化された水が、ここから始まっている

見沼代親水公園をせせらぎとなって流れるようになる。呑川上流のせせらぎ緑道のような感じで

あるが、もっとよく整備され散策する人達も多い。上流ではあまり見掛けなかった鯉もたくさん 




